
■第79回　大分例会　（通算393回）　

○８月19日（金）　19：00～21：00
○大分コンパルホール　310室（３階）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964

■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。

■「星の会」は、不登校を考える親の会です。親以外にも不登校につ

　　いて継続的に考えていきたい教師・個人も入会できます。

■「星の会」の例会は、大分・別府・津久見でそれぞれ月１回開いて

　　います。

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓迎です。

　　周りの方に拡げて下さい。
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星の会星の会
不登校を考える親の会

2011年８月３日(水）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第120号

★
★

★ （Ｅ-mail）ichibanboshi@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。年会費は 2000円です

●会費は2011年の分だけで結構です。2010年以前の会費の徴収はしません。

◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで

　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。

◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても結構です。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さいね。

●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。

会費

○大分例会　　９月３日（土）13：00～16：20

○大分例会（夜）９月16日（金）19：00～21：00

○別府例会　　９月3日（日）19：00～21：00　

○津久見例会　９月9日（金）19：30～22：00

変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

を納めて下さい

■第18回　別府例会　（通算392回）　

○８月７日（日）　14：00～16：30
○ニューライフプラザの労働福祉センター　研修室

（富士見通り　ビーコンプラザ前）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　西田さん　090-7389-1577

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

次回
予告

■第170回　津久見例会（通算391回）

○８月５日（金）　19：30～22：00
○広浦公民館　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　戸高さん　090-9792-7317　

月例会

「ひきこもり」について考える③

８
今月から大分例会の夜の部をスタートしました

　前回の時に、（社会的）ひきこもりと不登校の支援は何ら変わ

ることはないと書きました。家族は、「子どものために」何かを

するのではなくて、「子どもの立場で」物事を考えて生活を送る

ことが大切なのだと思います。つまり、自分のために自分の人

生を楽しく生きることこそが大切だと思います。

　しかし、いつまで…という疑問がわいてきます。今回はその

ことについて考えます。

　自分を変えようとする時は、本人も含めてわからないことか

ら、見通しが持てない周りの大人たちは焦ってしまい、子ども

を追い詰めてしまうことが少なくありません。子どもが不登校

やひきこもりを辞めて、学校に復帰をしたり、別の道を歩み始

める時はどのようにして訪れるのでしょうか。

　大学院に進むまで「問題のない優秀な良い子」であった旭爪

あかねさん（小説家）は、大学院での研究生活に行き詰まり 10

年間のひきこもり生活を始めます。その経験を生かし「稲の旋律」

という小説で著わしましたが、ご自身のひきこもりについては

次のように語っています。

（中略）「ひきこもりをどうやって克服したんですか」と聞かれ

ることが時々あるのですが、ひきこもりは克服するような敵で

はなくて、むしろ私にとっては、壊れる寸前で身と心を守って

くれた、苦しかったけれども考えてやり直す時間を与えてくれ

た、味方に近い存在であったとつくづく思います。ひきこもりは、

熟した果実が枝に留まりきれずにポロリと自分の重さで落ちる

ように、「脱け出す」とか「卒業する」とか、そういうふうにし

てやがてそこから離れていくものではないでしょうか。自分が

本当に離れたいと願っていれば、そして周囲の理解と協力があ

れば、きっといつか離れることができるし、離れても悩みが終

わるわけではないけれど、でも、今よりは絶対に楽になれる、

自由になれる、そう思います。（以下略）

　旭爪あかねさんの言葉は、十分に不登校やひきこもりをする

ことの大切さを教えてくれます。不登校やひきこもりを脱け出

さなくてはならない“敵”と感じるのではなくて、「今の私には

必要。」「今の私は、精一杯生きている。」という“味方”と感じ

ている時に、自分の中で「これからどうしようか…。」「来年の

今頃は同じことをしていたくないなあ。」という時が訪れます。

大分例会夜の部 スタート
飲み会ではありませんよ ( 笑 ) もっと話したいという方のために…

「1ヶ月に 1回の例会では足りない。」とい

う声に応えて、夜の部をスタートします。

また、仕事の関係で昼間は参加できない方

もご利用ください。これで、大分例会は

第 1土曜日の 13:00 ～ 16:20

第 3 金曜日の 19:00 ～ 21:00 となります。

尚、夜の部には加嶋は基本的に参加しません。理由は簡単です。加嶋が

いると話し過ぎて、会員さんが話をする時間が無くなるからです (笑 )

【世話人の方々】

中島さん・安部さん

増井さん・染矢さん

衛藤さんです。

問合せ先

中島　090-4516-3964


